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『
日
本
霊
異
記
』

下
巻
の
訓
釈

ー

l
四
本
を
対
照
し
て
｜
｜

山

口

真

輝

は

じ

め

『
日
本
霊
異
記
』
（
以
下
、
霊
異
記
）
に
は
、
語
句
に
和
訓
や
字
音
、
意
味
を
注
記
し
た
、
い
わ
ゆ
る
訓
釈
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

（

1）
 

は
諸
本
に
よ
り
異
同
が
あ
り
一
律
に
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
小
泉
道
氏
は
、
こ
れ
ら
の
訓
釈
を
諸
本
間
で
比
較
・
検
討
さ
れ
、
「
訓
釈

成
立
時
に
は
別
訓
の
試
み
の
な
さ
れ
て
い
る
も
の
が
若
干
あ
る
が
、
前
田
家
本
の
傍
注
を
除
い
て
、
だ
い
た
い
剖
釈
は
固
定
し
た
も
の

（

2）
 

で
、
み
だ
り
に
後
人
が
私
意
に
よ
っ
て
補
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
（
真
福
寺
本
の
増
補
は
別
本
に
依
る
も
の
ご
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

（

3
）
 

（
後
に
発
見
さ
れ
た
来
迎
院
本
に
つ
い
て
も
同
様
に
他
の
伝
本
と
比
較
さ
れ
て
い
る
）
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
本
の
注
記
形
式
や
仮
名

遣
、
伝
本
間
の
相
関
度
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
調
査
さ
れ
、
総
合
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
小
泉
氏
は
、
伝
本
間
の
比
較
に
お
い
て
は
、
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そ
の
特
徴
を
明
ら
め
る
と
い
う
方
法
を
取
ら
れ
た
が
、
本
稿
で
は
、
和
訓
を
示
し
た
訓

注
を
主
に
取
り
上
げ
、
諸
本
聞
に
共
通
す
る
和
訓
と
独
自
に
付
さ
れ
た
和
訓
と
い
う
分
類
を
も
と
に
、
音
義
・
古
辞
書
、
訓
点
資
料
と
の

そ
れ
ぞ
れ
の
伝
本
に
つ
い
て
諸
本
と
比
較
し
、
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比
較
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
訓
釈
の
性
格
の
一
端
を
探
っ
て
み
た
い
。

た
だ
、
霊
異
記
は
、
写
本
に
よ
り
巻
の
残
り
方
が
様
々
で
あ
る
。
最
善
本
と
認
め
ら
れ
る
最
古
写
本
の
興
福
寺
本
（
延
喜
四
年
の
奥

書
あ
り
）

は
上
巻
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
真
福
寺
本
（
院
政
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
の
書
写
、
中
巻
に
は
訓
釈
な
し
）
や
来
迎
院
本

（
一
二
世
紀
初
頭
墳
の
書
写
）

は
上
巻
を
欠
き
、
前
田
家
本
（
嘉
一
禎
二
年
の
奥
書
あ
り
）

は
下
巻
の
み
し
か
存
し
な
い
。
唯
4

一
、
上
中

下
三
巻
揃
っ
て
い
る
の
は
金
剛
三
昧
院
本
の
系
統
で
あ
る
が
省
略
や
散
逸
が
か
な
り
存
し
、
祖
本
が
所
在
不
明
の
た
め
、
同
系
の
国
会

図
書
館
本
（
江
戸
中
期
頃
書
写
、
建
保
二
年
の
奥
書
あ
り
。
以
下
、
国
会
本
）

で
代
表
さ
せ
て
い
る
の
で
書
写
の
時
代
が
降
る
な
ど
、

問
題
が
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
国
会
本
を
含
め
た
こ
種
の
写
本
に
し
か
訓
釈
が
存
し
な
い
上
・
中
巻
は
ひ
と
ま
ず
措
い
て
、

四

つ
の
伝
本
が
揃
う
下
巻
の
み
を
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
。

下
巻
の
訓
釈
は
、
後
注
（
真
福
寺
本
・
前
田
家
本
後
半
・
国
会
本
）
・
割
注
（
前
田
家
本
前
半
）
・
傍
注
（
来
迎
院
本
・
前
田
家
本
・

国
会
本
）

と
様
々
な
形
式
を
と
る
。
こ
の
う
ち
国
会
本
の
傍
注
に
つ
い
て
は
、
数
も
少
な
く
（
全
二
五
例
、
う
ち
九
例
が
同
縁
内
の
重

複
例
）
、
「
後
人
が
本
文
訓
読
に
あ
た
っ
て
、
適
宜
後
注
を
転
記
し
た
り
、
新
た
な
訓
を
施
し
た
り
、
校
訂
上
必
要
な
訓
を
補
し
た
も
の

（

4
）
 

と
み
ら
れ
る
L

の
で
、
対
象
か
ら
除
く
。
よ
っ
て
、
四
本
六
種
の
訓
釈
で
比
較
対
照
を
行
う
。

こ
れ
ら
を
分
類
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
伝
本
に
よ
っ
て
、
省
略
さ
れ
た
縁
や
散
逸
箇
所
な
ど
が
あ
る
の
で
、

ま
ず
は
四
本
全
て
が
存

す
る
縁
と
、
い
ず
れ
か
の
本
が
欠
如
す
る
縁
に
二
分
し
（
そ
れ
ぞ
れ
I
－
H
と
す
る
て
そ
の
上
で
、
同
じ
語
句
に
対
し
て
同
じ
和
訓
が

（

5）
 

付
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
共
通
す
る
と
言
う
）
例
を
、
六
種
の
訓
釈
の
組
み
合
わ
せ
ご
と
に
分
類
す
る
こ
と
と
す
る

（
以
下
、
真
福
寺



本
傍
注
を
〔
傍
〕

日
久
豆
〔
真
〕
、

本
後
注
を
（
真
〕
、
国
会
本
後
注
を
〔
国
）
、
来
迎
院
本
傍
注
を
〔
来
〕
、
前
田
家
本
割
注
を
（
割
〕
、
前
田
家
本
後
注
を
〔
後
）
、
前
田
家

マ
ヒ
ナ
ヒ

〔
来
〕
、
女
久
三
天
〔
後
〕
L

と
示
す
）
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
「
賑

メ
ク
ミ
テ
（
国
・
傍
〕
、

の
「
日
久
豆
L

に
は
誤
写
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
が
「
メ
ク

（
二
五
縁
）

の
場
合
、
〔
真
）は
一
種
だ
け
別
訓
を
も
つ
の
で
来
迎
院
本
傍
注
の
独
立
部
と
し
て
扱
う
。

の
共
通
部
と
し
、
（
来
〕

以
上
の
手
順
で
分
類
し
た
後
、

（
ミ
）
テ
」
と
見
て
、
｛
真
・
国
・
後
・
傍
〕

そ
れ
ぞ
れ
の
訓
釈
を
音
義
・
古
辞
書
、
訓
点
資
料
（
表
こ
と
比
較
す
る
。
そ
の
結
果
を
表
し
た
の
が

表
二
・
二
一
で
あ
る
。
訓
点
資
料
は
、
霊
異
記
が
仏
教
説
話
で
あ
る
こ
と
を
考
麗
し
て
平
安
初
期
か
ら
院
政
期
頃
ま
で
の
仏
典
を
取
り
上

『日本霊異記』下巻の訓釈

の
資
料
と
和
訓
の
一
致
を
見
る
訓
釈
の
数
で
あ
る
。
数
字
は
確
実
に
同
じ
訓

げ
た
。
資
料
は
、
音
義
・
古
辞
書
、
訓
点
資
料
の
順
で
そ
れ
ぞ
れ
時
代
順
に
配
置
し
丸
数
字
で
通
し
番
号
を
付
し
た
。
表
の
数
字
は
右
列

が
見
ら
れ
る
例
だ
け
を
取
り
上
げ
、
語
の
一
部
の
み
し
か
訓
点
資
料
に
記
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
含
ま
な
い
。
「
総
数
L

で
（
）
を
付
し
た
も
の
は
、
寸
巷

陪

知
末
多
〔
真
）
、
二
合
チ
マ
タ
〔
国
〕
、
チ
マ
タ
〔
傍
〕
」
（
一
二
縁
）

よ
う
に
見
出
し
語
が
二
字
で
、
熟
語
と
し
て
の
読
み
で
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の

読
み
が
問
題
に
な
る
場
合
に
別
に
扱
っ
た
数
で
あ
る
。

の

表一

音義・古辞書、訓点資料

①新訳華厳経音義私記
②新撰字鏡
~和名類爽抄
④類爽名義抄
（［色葉字類抄

⑥金光明最勝王経
⑦東大寺菰論文稿
⑧金剛波若経集験記
⑨大唐三蔵玄笑法師表啓
⑬地蔵十輪経
⑬妙法蓮華経玄賛
⑫無量義経
⑬法華義疏
⑭南海奇帰内法伝
⑮妙法蓮華経
⑮大慈恩寺三蔵法師伝
＠大唐西城記

ー
に
つ
い
て
表
こ
か
ら
全
体
的
な
傾
向
を
見
る
と
、
音
義
・
古
辞
書
に
お
い
て
は
、
④
類
衆
名
義
抄
や
⑤
色
葉
字
類
抄
が
最
も
訓
釈
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と
多
く
和
訓
の
一
致
を
見
る
と
言
え
る
。
こ
の
点
は

ω
i
m仰
の
い
ず
れ
の
組
み
合
わ
せ
に
お
い
て
も
特
に
差
違
は
な
い
。
④
⑤
の
収
録

語
数
か
ら
言
っ
て
も
当
然
の
結
果
と
言
え
よ
う
。
逆
に
③
和
名
類
緊
抄
が
い
ず
れ
の
組
み
合
わ
せ
に
お
い
て
も
少
な
い
の
は
、
和
名
類
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表三訓釈と音義・古辞書、訓点資料との比較（区分I)

鰍
一
①
一
②
一
③
一
④
一
⑤
一
⑥
一
⑦
一
⑧
一
⑨
一
⑩
一
⑪
一
⑫
一
⑬
一
⑭
一
⑮
一
⑮
一
⑫

ω一
真
国
来
後
傍
一
1
－一
1
一一
1
一1
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
1
一
一

Q
二

百

三

3
一
5
一
2
一
一
一

2
一

一

一

一

1
一

一

一

一

l
↑
2

勾
d

一
一

A抽
ιti
一G
U
一
A句
一

一

一

一

一

tA
一

一

一

一

一

一

一

旬

i

↑

－

一

一

一

一

一

一

↑

一

－

一

一

一

随一

I
～叩↑

5
～
η
～
4
一2
～
1
～
2
～
1
一

～

～

～

一

5

－17
4
一
2

の，u
－

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

a
a
一
一
q
L
一
一
何
色
d

一。，
u

一

一

一

一

一

一

一

一

喝

t
－
一
一
司
i

一

，
t
－
一
－
’
i

－d
A

－
a
a
一
一
一
市
4

－
i

一
一
一
一
一
一
今
ゐ
一
つ
白

£
U

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

’i
－
一
一
一
喝
r

－

，

、

，

一

一

一

一

－

一

一

一

一

一

一

一

耳
一
一

9
一
5
一
日
一
正
一

1
f
l
i
i
一

一

1
一
一

1

1
一
2
一
2
一
3

内

δ

一
一
《
J

t

‘一

ti
一2
A

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
い
一
一
一
一
6

4

一6
4

一，‘

ワ

ム

一

十

一

十

一

一

一

「

一

十

一

「

一

「

一

一

一

a
a
－
－
土

1A
一q
d
↑q
d
一
一
－

ti
－

一

一

～

↑

～

1土
ti
－
－

ワu
一
一
一
1
ょっ“一

τi
－

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

7
－
－
nδ

－q
L
－F
h
u

－
a
a
－
－
’
I

－唱
i

一

一

司

1

一

一

一

一

一

’
I
十

p
h
d

一
一
一

1A
－F
3

－q
r
u

－

－

－

－

11
一
一
一
一
唱
i
一
一

ti
－
ti

M
一
一

4
一
一
日
一
一
山
一

3
一
1
一
一
一

1
一
一

1
一
2
一
4
一
1
一
9
一
6

ω一
2
一
4
一
4
一日比一

mm
一
5
一
4
一
2
一
4
一
5
一
3
一
3
一
4
一
9
一
3
一
四
一
一
四

国一
3
一組一

μ
一
%
一
旦
ロ
一
8
一切一

6
一7
一5
一5
一8
一紅一
9
一
ω
一
%

I 

ω一
真
国
来
割

ω一
真
国
来
後

ω一
真
国
来
傍

A一

ω一
真
国
後
傍

ω一
真
国
来

m－
真
因
割

川
間
－
真
国
傍

ω一
真
国

側
一
真
来

ω一
国
来

思(14) 来(15) 傍合
計

衆
抄
に
採
録
さ
れ
て
い
る
語
に
は
名
調
が
多
い
せ
い
も
あ

ろ
う
が
、
漢
学
者
が
詩
文
作
製
の
要
に
応
じ
て
編
纂
し
た

と
い
う
成
立
事
情
に
も
関
係
あ
ろ
う
。

②
の
新
撰
字
鏡
の
場
合
、

ω的
問
的
問
で
か
な
り
の
一
致

を
見
る
。

一方、

ωな
ど
は
少
な
く
、

や
や
偏
り
が
見
ら

れ
る
。
比
較
的
、
共
通
す
る
訓
釈
の
種
類
が
多
い
ほ
ど
よ

く
一
致
す
る
よ
う
で
あ
り
、
特
に
〔
真
・
閏
〕
の
組
み
合

わ
せ
が
含
ま
れ
る
場
合
に
一
致
す
る
割
合
が
高
い
よ
う
に

〔
真
・
国
〕

の
共
通
部
分

見
え
る
。
そ
こ
で
、

ω1刷
の

（

A
）
 

と
、
倒

1ω
の

〔
真
・
国
〕

の
共
通
し
な
い
部
分

（

B
）
 

に
分
け
て
、
②
と
の
一
致
具
合
を
見
て
み
る
と
、

（

B
）
が

5
・
b
Aと、

が
出
・

3
m、

（

A
）
 

や
は
り
、
（

A
）
 

の
方
が
倍
以
上
の
一
致
率
を
示
し
て
い
る
。
多
く
の
種
類

で
訓
釈
が
共
通
す
る
場
合
に
②
新
撰
字
鏡
と
の
一
致
率
が

高
い
と
言
え
よ
う
。

立
の
場
合
、
表
三
を
見
る
と
、
訓
釈

の
総
数
が
倍
増
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
②
と
の

致
数
は
さ
ほ
ど
増
え
て
い
な
い
。
尤
も
、

そ
れ
ぞ
れ
を
詳
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表三訓釈と音義・古辞書、訓点資料との比較（区分II)

D c 
(JD 臼日 ω） (2曲 (21) (26) 邸） (24) 仰） (22) (2D 仰） 自由 白骨 u司 U6) 

d仁会3恥 傍 後 来 真 来 来 来 真 真 真 真 真 真 真 真 真

計 傍 後 割 傍 後 害j 来 後 来 来 来 来 II 

傍 傍 傍 割 後

傍

311 10割引 13 46 62 12 3 1 6 23(2) 1 20(1) 4 7 6 (1) 3 1 総数

17 8 3 3 2 1 ① 

② 53 17 3 7 12 1 3 3 2 4 1 

25 3 2 5 6 2 1 3 3 ③ 
214 87 5 41 32 10 1 3 12 12 I 5 4 1 ④ 
198 89 5 37 26 10 I 3 7 10 1 3 4 I 1 ⑤ 
43 32 1 3 3 1 2 ⑥ 

⑦ 14 8 1 3 I I 

10 6 1 1 1 1 ⑧ 
19 14 3 I I ⑨ 
42 32 8 1 I ⑩ 
15 13 1 I ⑪ 
6 6 ⑫ 

38 27 6 5 ⑬ 
50 26 13 3 2 1 I I 1 2 ⑬ 
7 3 I 1 1 ⑮ 
95 48 2 16 12 4 I I 3 4 1 3 ⑬ 
62 38 12 6 2 I 1 2 ⑫ 

し
く
見
る
と
、
制

1
側
の
三
種
以
上
が
一
致
す
る
部
分
で

は
二
一
例
中
七
例
と
三
分
の
一
が
一
致
し
て
お
り
、
こ
れ

は
I 
（

A
）
 

の
結
果
に
近
い
と
言
え
る
。
よ
っ
て
H
の

見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

に
通
じ
る
性
格
を
持
つ
と

H
の
帥

i
仰
の
二
種
共
通
部
分
に
つ

種
以
上
共
通
部
分
は
I
（

A
）
 

い
て
は
②
と
の
一
致
率
は
低
く
、

む
し
ろ
、

（B
）
に
近
い

も
の
と
し
て
分
類
す
べ
き
で
あ
る
。

ー
に
附
（
真
・
国

来
〕
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
あ
り
、
側
〔
真
・
来
〕

と
＼，、

う
組
み
合
わ
せ
よ
り
多
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
H
の
帥

〔
真
・
来
）

（

A
）
 

に
近
い
も
の

の
組
み
合
わ
せ
な
ど
は

と
し
て
分
類
す
べ
き
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
資
料
と
の

致
傾
向
か
ら
見
て
、

の
方
に
よ
り
近
い
。
そ
こ
で
、

（

B
）
 

H
は
三
種
以
上
共
通
部
分
と
そ
れ
以
外
に
分
け
、

そ
れ
ぞ

れ
を
（
C
）（
D
）
と
し
、
ー
の
結
果
と
併
せ
て
（
A
＋
C
）・

（

B
十

D
）

（
表
四
）
。

に
ま
と
め
た

（

A
＋
C
）
 

の
よ
う
に
多
く
の
種
類
の
訓
釈
で
共
通
す
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る
訓
釈
の
方
が
、
ょ

り
古
い
訓
釈
を
伝
え

て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
は
容

易
に
推
測
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ

表四百1駅と音義・古辞書、

訓点資料との比較（統合）

⑨ 

⑬ 

⑮ 

⑮ 

⑫ 

⑬ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

日
鴻
一

1
一oJ
一
尚
一
日
一
日
目
一
川
一
五
一
日
一
日
一
川
一

4
一j一

2

1
一6
一J
一
1

1

2
一
ρ
一
2
一oJ
一
1
一
J
I
一
ρ
一日一

2
一
5
一J
一
u一
日
了
一
寸

け
一
段
一

1
一
L
一
沢
一
路
一
円
以
一
政
↑
氏
一

mm
一日出一

ι一
4
一

ι一
2
一ワム一

6
一ふ一

1
一
L
一
2
一
Z
一
2
↑
1
一
1
一
L
一
1
一
1h
一
9
一Q
U
一
5
7
L
L
一
M
一Q
d
一Q
U

主

一

一

一

1
一
ー
一
島
一
一

1
一
J
n
u
－－一

4
一
一

4
一
一

4

一
一

f
一
一

1
－
一

2
一
一

2
一
一

1
一
一

1
一
一

E
一
一

f
一
一

1

一
f

E
一
Z
一ー一

J
一
一

O
一
一

3
－－
3

一
7
一
7
一
5
一
一

0
↑
一
一
〉
一

J
一
一

3
↑
一

O
一
一
）
一
一
、
と
一

4
一
一

1
一
一

1
一
1
1
4
一ー一

8

十
一
服
一
四
一
は
一
回
一
山
↑
白
一
同
一
町
一
わ
い
一
町
一
日
一
日
一

U
一
初
一
日
一
日
↑
げ
一

μ
一川一

U
一
山
一
回
一
汁
一
一
山
一
川
一
白
一
心
一
山
田
一
十
い
↑
日
一
川
一
刀
一
心
一
乃
一

U

U
沢一

J

5
一
5
一回一

3
一＆一

2
U一
主
侃
一

5
一M
H

一
2
一F
L
一
1
一
3

－2～
G
一
4
一日一

1
一
5

－1
一つい一

4
一ロ一

6
一口一

1
一
3
一
口
一
旦

7
一幻

れ
ら
の
訓
釈
が
、
数
少
な
い
同
時
代
資
料
で
あ
る
②
新
撰
字
鏡
と
高
い
割
合
で
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
裏
付
け
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

よ
り
新
し
い
時
代
の
和
訓
を
反
映
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
訓
点
資
料
と
は
一
致
率
が
低
い
こ
と
か
ら
も
、
同
様
の

推
測
が
で
き
る
。

（

6）
 

ち
な
み
に
、
新
撰
字
鏡
に
は
、
築
島
裕
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
霊
異
記
の
和
訓
が
そ
の
ま
ま
取
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
部

（

7
）
 

そ
の
数
は
非
常
に
少
な
く
、
下
巻
に
該
当
す
る
の
は
三
例
の
み
で
、

〔真）
分
が
あ
り
、
霊
異
記
と
の
関
係
は
深
い
。
も
っ
と
も
、

の
四
本
共
通
部
分
で

一
例
は

一
例
は

〔
真
・
後
〕
共
通
部
分
の
訓
釈
、
残
る
一
例
は

〔
真
・
国
・
来
・
割
）

の
み
に
存
在
す
る
訓
釈
、

は
あ
る
も
の
の
固
有
名
詞
と
し
て
対
象
外
と
し
た
訓
釈
で
、

、
h
h
o

や

山

刀

し

い
ず
れ
も
（
A
＋
C
）
に
は
含
ま
れ
ず
、
表
の
数
に
は
影
響
を
与
え
て
い

た
だ
、
こ
れ
ら
の
訓
釈
が
〔
来
〕
や
〔
傍
）
の
よ
う
な
傍
注
形
式
の
単
独
例
と
し
て
は
現
れ
ず
、
〔
真
〕
の
よ
う
に
、
単
独
で
も
複
数
の

四
本
共
通
部
分
や
〔
真
〕
や
〔
後
〕

な
ど
の
後
注
形
式
に
現
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
し
て
お
い
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

訓
釈
が
共
通
す
る
部
分
に
近
い
性
格
を
持
つ
も
の
が
あ
り
、
後
住
形
式
と
傍
注
形
式
と
い
う
よ
う
に
注
釈
形
式
の
差
に
よ
る
と
い
う
捉
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え
方
も
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
が
、
〔
国
〕

の
単
独
例
の
場
合
は
必
ず
し
も
〔
真
〕
と
同
様
の
結
果
は
得
ら
れ
ず
、
（
来
〕

の
場
合
も
中
巻

の
よ
う
に
扱
い
に
慎
重
を
期
す
部
分
が
あ
り
（
後
述
）
、
各
々
の
本
に
つ
い
て
の
訓
釈
の
特
徴
を
併
せ
考
え
た
上
で
判
断
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

（B
十

D
）
の
訓
釈
を
見
て
み
る
と
、
逆
に
、
②
新
撰
字
鏡
と
の
一
致
率
は
高
く
な
い
。
（
A
＋
C
）
よ
り
新
し
い
時
代
に
付
加
さ
れ

て
い
っ
た
訓
で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
訓
点
資
料
と
の
高
い
一
致
率
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
⑥
⑩
－
⑮
⑪
な
ど
の
資
料
で

『日本霊異記』下巻の訓釈

の
倍
以
上
の
一
致
率
を
見
せ
て
い
る
。
表
ニ
の
場
合
さ
ら
に
顕
著
で
、
⑮
を
取
り
出
し
て
示
す
と
、
（
A
）
が
ロ
・
0
%
、

（B
）
が
お
・
∞
%
と
一
致
率
に
大
き
な
差
が
あ
る
。
し
か
も
、
凶
〔
来
〕
、

ω〔
傍
〕
を
取
り
出
せ
ば
、
五
四
例
中
二
八
例
と
日
・
∞
%
が

は
（
A
＋
C
）

一
致
し
て
お
り
、
そ
の
他
の
部
分
が
九
五
例
中
一
二
例
と
巴
・
。
%
し
か
一
致
し
な
い
こ
と
と
比
べ
る
と
圧
倒
的
な
差
が
あ
る
と
言
え
る
。

同
じ
よ
う
に
単
独
例
で
も
、

ω〔
真
〕
の
場
合
は
七
例
中
三
例
が
②
と
一
致
し
、
⑮
と
は
一
例
し
か
一
致
せ
ず
、
（
A
）
に
近
い
傾
向
を

示
す
の
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。

そ
こ
で
今
度
は
、

ω倒
〔
来
〕
や

ωω
〔傍〕

の
単
独
部
分
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
〉
ヲ
。
注
目
す
べ
き
は
、

表
二
で
見
た
、
⑮
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
（
以
下
、
慈
思
伝
）
と
の
高
い
一
致
率
で
あ
ろ
う
。

慈
恩
伝
は
、
他
の
訓
点
資
料
よ
り
格
段
に
多
い
三
八
三

O
O余
り
の
訓
点
を
有
す
る
。

一
方
、
最
も
少
な
い
⑧
金
剛
波
若
経
集
験
記

に
は
八

O
Oほ
ど
の
訓
点
し
か
な
い
。
そ
の
差
を
考
慮
す
る
と
⑮
と
特
に
よ
く
一
致
し
て
い
る
と
一
概
に
は
い
え
な
い
が
、
「
漢
文
訓
読
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法
の
典
型
的
形
態
を
示
す
。
総
じ
て
平
安
後
半
期
の
仏
書
の
訓
点
資
料
と
し
て
、
国
語
の
多
方
面
に
わ
た
っ
て
豊
富
な
資
料
を
提
供
し
、
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こ
の
古
点
だ
け
で
言
語
体
系
全
般
を
再
構
し
う
る
」
と
言
わ
れ
る
こ
の
資
料
と
の
比
較
は
、

（A
＋
C
）
の
比
較
結
果
と
の
差
が
顕
著
な

こ
と
も
あ
り
、

〔
来
〕
や
〔
傍
〕

の
単
独
例
の
特
徴
を
一
示
す
手
だ
て
と
し
て
有
効
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
来
迎
院
本
と
慈
恩
伝
の
関
係
に
つ
い
て
見
る
。

ー
に
お
い
て
、
他
本
の
訓
釈
と
共
通
し
な
い
も
の
一
四
例
（

ω）
、
う
ち
慈
思

伝
と
一
致
す
る
も
の
は
九
例
で
あ
っ
た
。

H
に
お
い
て
は
他
本
と
共
通
し
な
い
訓
釈
四
六
例
（
倒
）
中
、
慈
思
伝
と
の
一
致
例
が
二
ハ

例
で
あ
る
。

H
の
場
合
、

四
本
全
て
が
揃
っ
て
い
る
わ
げ
で
は
な
い
の
で
、
〔
来
〕
単
独
で
現
れ
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
直
ち
に
I
の

単
独
例
と
同
様
に
扱
う
わ
げ
に
は
い
か
な
い
が
、

ー
で

〔来〕

の
他
の
訓
釈
と
の
共
通
具
合
を
見
て
み
る
と
、
三
本
以
上
で
共
通
す
る

時
以
外
は
比
較
的
単
独
で
存
在
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

日
の
単
独
例
も
I
の
単
独
例
と
同
様
に
扱
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
す
る
と
、
他

本
と
共
通
し
な
い
訓
釈
六

O
例
中
二
五
例
と
、
約
四
割
が
慈
恩
伝
と
一
致
し
て
い
る
と
言
え
る
。

に
対
し
て
、
「
：
殊
命
事
ニ
臨
リ
テ
寵
霊
隆
赫
タ
リ
・
：
L

〔
慈
恩
伝
、
巻

ナ
ミ
ヲ
」
〔
来
、
三
二
縁
〕
に
対
し
て
「
：
・
波
再
ヒ
定

た
だ
、
こ
こ
で
の
数
字
は
寸
諜

イ
タ
テ
L

（
来
、
九
縁
〕

七
〕
の
よ
う
に
和
訓
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
場
合
の
み
を
数
え
、
「
波

水
ニ
清
メ
リ
・
：
L

〔
慈
恩
伝
、
巻
八
〕
の
よ
う
に
語
の
一
部
の
み
示
さ
れ
る
例
は
一
致
例
に
含
ま
ず
、
自
動
詞

l
他
動
詞
が
異
な
る
例
し

か
慈
思
伝
に
な
い
場
合
も
含
ん
で
い
な
い
。
自

i
他
の
別
を
許
容
し
、
和
訓
の
一
部
の
み
示
さ
れ
た
例
も
認
め
る
と
ー
で
は
一
四
例
中

一
一
例
ま
で
が
慈
恩
伝
と
一
致
し
、

H
で
は
四
六
例
中
二
六
例
が
一
致
し
、
併
せ
る
と

E
h
%が
一
致
す
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
寸
苧

ノ、

ク
ミ
テ
L

〔
来
、
九
縁
〕
な
ど
の
存
疑
例
の
場
合
、
本
文
「
今
愁
之
由
季
児
而
嬰
之
死
故
今
残
苦
輿
汝
倶
受
し
ゃ
「
亙
J

ハ
ラ
ム
」
〔
観

智
院
本
類
衆
名
義
抄
〕
な
ど
か
ら
、
「
ハ
ラ
ム
L

が
正
し
い
と
思
わ
れ
、
こ
の
訓
は
慈
恩
伝
に
も
存
す
る
の
で
数
に
含
む
こ
と
も
で
き

る
の
だ
が
、
「
ハ
ク
、
ム
」
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
た
め
数
に
加
え
て
い
な
い
。
よ
っ
て
こ
れ
ら
を
加
え
る
と
さ
ら
に
一
致
率
は
上
昇



す
る
。また
、

一
致
し
な
い
と
し
た
も
の
の
中
で
も
、
霊
異
記
と
異
な
る
漢
字
に
同
じ
和
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
が
一
一
例
あ
り
、
慈
恩

伝
に
全
く
見
出
せ
な
い
和
訓
は
九
例
に
過
ぎ
な
い
。

つ
ま
り
、
古
い
訓
釈
と
は
別
に
新
し
く
付
さ
れ
た
和
訓
と
思
わ
れ
る
単
独
例
は
、

当
時
と
し
て
珍
し
い
語
句
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
と
言
え
、
数
種
で
共
通
し
て
い
る
訓
釈
が
当
時
の
訓
点
資
料
に
あ
ま
り
見
出

せ
な
い
和
訓
を
多
く
含
ん
で
い
る
の
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。

『日本霊異記』下巻の訓釈

さ
て
、
来
迎
院
本
で
は
、
中
巻
に
も
下
巻
と
同
様
に
傍
注
が
施
さ
れ
て
い
る
。
中
巻
に
訓
釈
が
あ
る
の
は
来
迎
院
本
の
他
に
は
国
会

本
だ
げ
な
の
で
こ
れ
と
対
照
し
、
同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
か
調
査
し
た
。
中
巻
に
も
国
会
本
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
縁
が
あ
る
の

で
こ
れ
ら
の
縁
の
訓
釈
は
省
く
。
す
る
と
、
国
会
本
の
後
注
・
傍
注
と
共
通
し
な
い
例
は
三
六
例
で
、
こ
の
う
ち
、
慈
恩
伝
と
共
通
す

る
の
は
一
二
例
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
全
体
の
三
分
の
一
に
あ
た
る
。
慈
恩
伝
に
和
訓
の
一
部
の
み
示
さ
れ
て
い
る
例
を
加
え
る
と
一
五

例
で
巴
・
斗
%
に
あ
た
り
、
下
巻
に
近
い
傾
向
を
示
す
。

一
方
、
国
会
本
と
来
迎
院
本
で
共
通
す
る
部
分
に
お
い
之
は
、
五
一
例
中
九
例

と
見
・
。
%
し
か
慈
恩
伝
と
一
致
し
な
か
う
た
。
よ
っ
て
、
や
は
り
中
巻
で
も
、
来
迎
院
本
の
単
独
例
は
慈
思
伝
と
高
い
一
致
率
を
示
す

と
言
え
る
。
ち
な
み
に
国
会
本
の
な
い
縁
に
お
け
る
来
迎
院
本
と
慈
恩
伝
の
一
致
を
見
て
み
る
と
、
和
訓
が
一
部
だ
げ
示
さ
れ
る
例
を

含
め
て
も
、
三
二
例
中
三
例
の
み
の
一
致
と
ご
く
少
な
い
。
他
に
訓
釈
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
比
較
す
る
こ

ιは
で
き
な
い
が
、

お

そ
ら
く
、
古
く
伝
わ
る
訓
釈
を
中
に
含
ん
で
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
前
田
家
本
傍
注
に
つ
い
て
も
両
様
に
慈
恩
伝
と
の
関
わ
り
を
見
て
み
る
。
〔
傍
〕

の
場
合
も
、
〔
来
〕
と
同
様
に
、
三
本
以
上

41 

で
共
通
し
て
い
る
場
合
を
除
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
単
独
で
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
単
独
例
を
対
象
に
す
る
場
合
、

I
H
を
同
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様
に
扱
う
こ
と
に
は
問
題
は
な
い
。
〔
傍
〕
の
場
合
、

ー
に
お
い
て
は
訓
釈
四

O
例
（
帥
）
中
一
九
例
が
慈
思
伝
と
一
致
し
、

H
に
お
い

一
四
三
例
中
六
七
例
と
、
実
に
怠
・
匂
%
の
高
い
割
合
で
一
致
し
て

い
る
。
こ
の
点
、

て
も
一

O
三
例
（
帥
）
中
四
八
例
が
一
致
し
て
い
る
。
併
せ
る
と
、の
場
合
、
そ
れ
以
外
の
訓
点
資
料
、
例
え
ば
⑥
金
光
明
最
勝
王
経
・
⑩

〔
来
〕
と
同
様
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
〔
傍
〕

地
蔵
十
輪
経
・
⑬
法
華
義
疏
・
⑭
南
海
寄
帰
内
法
伝
・
⑫
大
唐
西
域
記
で
も
二
割
以
上
の
一
致
率
を
み
る
な
ど
、
他
の
訓
点
資
料
と
も

料
で

〔
来
〕
よ
り
高
い
割
合
で
一
致
し
て
い
る

か
な
り
一
致
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
⑭
⑫
な
ど
は
側
〔
来
〕
乞
も
高
い
割
合
で
一
致
し
て
い
る
が
、
〔
傍
〕
の
方
が
殆
ど
の
資

（
表
五
）
。
こ
れ
は
、
〔
傍
）
が
慈
恩
伝
と
一
致
し
て
い
る
場
合
、
一
多
く
他
の
訓
点
資
料

と
も
一
致
し
て
お
り
、
慈
恩
伝
と
一
致
し
な
い
例
で
も
い
ず
れ
か
の
訓
点
資
料
に
は
見
出
せ
る
和
訓
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
が
原
因
と

ら
こ
の
差
が
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ

考
え
ら
れ
る
。
〔
来
〕
の
場
合
は
、
慈
思
伝
と
一
致
し
な
い
場
合
は
ほ
と
ん
ど
他
の
訓
点
資
料
に
も
見
出
せ
な
い
和
訓
で
あ
っ
た
こ
と
か

と
か
ら
、
前
田
家
本
傍
注
の
場
合
は
慈
恩
伝
と
よ
く

一
致
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
慈
思
伝
に
多

く
の
語
が
採
録
さ
れ
て
い
る
た
め
で
、
特
に
慈
思

伝
と
一
致
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
訓
点
資
料
の
語

棄
と
広
く
一
致
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑥ 

⑬ 

表五 〔来〕・〔傍〕と
訓点資料との比較

持

ーで
⑮ 

⑮ 

⑫ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

と
な
る
と
、
〔
来
〕
が
特
に
慈
思
伝
と
よ
く
一
致
す
る
の
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
〔
傍
〕

は
平
安
初
期
加
点
の
⑥
金
光
明
最
勝

王
経
と
も
比
較
的
よ
く
一
致
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
〔
来
〕
が
こ
こ
に
あ
げ
た
訓
点
資
料
の
う
ち
で
も
時
代
が
降
る
も
の
と
多
く
一
致



し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
（
来
〕
の
方
が
よ
り
新
し
い
和
訓
を
反
映
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
他
に
、
慈
思
伝
と
よ
く
一
致
し
て

（

9）
 

い
る
理
由
と
し
て
は
、
慈
恩
伝
で
は
比
較
的
使
用
回
数
の
少
な
い
語
に
対
し
て
完
全
付
訓
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
関
係
あ

，qb
y
 

る
だ
ろ
う
。
「
諜
イ
タ
テ
」
〔
来
、
九
縁
〕
に
対
し
て
、
慈
思
伝
に
「
・
：
殊
命
存
ニ
諜
リ
テ
寵
霊
隆
赫
タ
リ
・
：
」
〔
巻
七
〕
と
い
う
和
訓

が
見
ら
れ
る
が
、
慈
思
伝
に
お
い
て
は
「
諜
」
の
使
用
は
少
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
「
至
L

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
寸
諜
L

字
は
③
和
名
類
衆

コ
コ
ロ
」
〔
来
、

抄
や
④
類
家
名
義
抄
に
は
見
ら
れ
る
が
他
の
訓
点
資
料
に
は
見
ら
れ
ず
、
珍
し
い
用
字
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
懐

序
〕
の
場
合
も
同
様
で
「
臆
ヲ
撫
へ
店
内
ヲ
言
ヘ
テ
用
テ
肌
骨
ニ
銘
ス
、
」
〔
巻
九
〕
と
慈
恩
伝
に
あ
る
。
こ
の
例
も
④
類
緊
名
義
抄

『日本霊異記』下巻の訓釈

に
見
ら
れ
る
だ
け
で
他
の
訓
点
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
。
慈
恩
伝
で
も
「
意
・
心
・
情
」
が
主
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
、
他
の

訓
点
資
料
に
見
ら
れ
な
い
用
字
に
対
し
て
訓
釈
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
慈
思
伝
と
の
一
致
率
が
高
い
原
因
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
霊
異
記
は
、
薬
師
寺
の
僧
景
戒
の
手
に
な
る
、
南
都
系
、
特
に
法
相
宗
と
関
連
が
深
い
書
で
あ
る
。
大
唐
西
域
記
や
慈

恩
伝
な
ど
も
南
都
系
の
文
献
で
あ
る
。

一
方
、
来
迎
院
は
天
台
宗
比
叡
山
系
で
あ
る
。
学
問
的
繋
が
り
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
築

島
氏
に
よ
る
と
、
平
安
初
期
以
降
、
天
台
と
南
都
に
は
政
治
上
の
確
執
が
あ
っ
た
も
の
の
、
学
問
の
上
で
は
、
南
都
か
ら
比
叡
山
へ
の

（叩）

流
入
が
多
い
よ
う
で
、
天
台
に
伝
わ
る
書
の
中
に
も
大
唐
西
域
記
や
慈
恩
伝
な
ど
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
天
台
宗

で
興
っ
た
仮
名
点
が
、
真
言
宗
、
南
都
系
統
に
普
及
し
て
行
っ
た
ら
し
い
こ
と
、
平
安
時
代
後
半
期
に
な
っ
て
、
天
台
宗
、
真
言
宗
、

南
都
古
宗
等
の
聞
に
学
問
的
な
交
流
が
盛
に
な
り
、

一
般
に
通
用
し
て
読
み
や
す
い
仮
名
点
に
改

ヲ
コ
ト
点
を
廃
し
て
、

（日）

正
す
る
と
い
う
動
き
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
来
迎
院
本
の
和
訓
が
慈
恩
伝
と
近
い
様
相

そ
の
結
果
、

43 

を
示
す
の
は
そ
う
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
霊
異
記
の
よ
う
に
、
本
邦
撰
述
書
の
中
で
も
私
的
傾
向
の
強
い
記
録
や
編
纂

（ロ）

物
な
ど
は
、
伝
授
な
ど
な
く
て
比
較
的
気
軽
に
加
点
し
た
た
め
仮
名
点
本
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
理
由
で
、
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他
本
に
な
い
訓
釈
が
多
く
、
そ
こ
に
当
時
の
和
訓
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

お

わ

こ
の
よ
う
に
、
下
巻
の
訓
釈
を
取
り
上
げ
、
共
通
す
る
も
の
で
ま
と
め
て
他
の
資
料
と
比
較
し
た
結
果
、

（A
）・（
C
）
の
よ
う
に
複

数
の
訓
釈
で
共
通
す
る
も
の
は
、
新
撰
字
鏡
と
比
較
的
よ
く
一
致
し
、
訓
点
資
料
な
ど
の
よ
り
新
し
い
資
料
と
は
あ
ま
り
一
致
し
な
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。
逆
に
、
来
迎
院
本
や
前
田
家
本
傍
注
の
よ
う
に
単
独
で
存
在
す
る
訓
釈
は
、
新
撰
字
鏡
と
は
さ
ほ
ど
一
致
せ
ず
、

む
し
ろ
訓
点
資
料
と
の
一
致
が
注
目
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
単
独
で
存
在
す
る
訓
釈
が
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
訓
釈
と
は
別
に
そ
れ
ぞ
れ
後

か
ら
付
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
時
代
の
和
訓
を
反
映
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
中
で
も
、
来
迎
院
本
の
傍
注
の
場
合
は
、

他
の
訓
点
資
料
に
も
増
し
て
、
慈
恩
伝
と
の
一
致
が
多
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
個
々
の
訓
釈

を
も
と
に
、
比
較
す
る
資
料
を
増
や
し
、

、王
（

1
 

さ
ら
な
る
調
査
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5）
 

そ
れ
ぞ
れ
の
訓
釈
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
嘉
墓
氏
『
日
本
霊
異
記
訓
釈
孜
』
（
昭
和
五
七
年
五
月

小
泉
道
氏
ら
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。

小
泉
氏
寸
諸
本
を
通
し
て
み
た
る
日
本
霊
一
異
記
の
訓
釈
に
つ
い
て
」
（
『
本
邦
辞
書
史
論
叢
』
昭
和
四
二
年
二
月

小
泉
氏
『
日
本
霊
異
記
諸
本
の
研
究
』
（
平
成
元
年
六
月
清
文
堂
）
等
。

小
泉
氏

J
一
昧
院
本
霊
異
記
の
訓
釈
L

（
『
遠
藤
博
士
還
暦
記
念
国
語
学
論
集
』
昭
和
四
一
年
五
月
中
央
図
書
）

語
句
の
漢
字
が
異
な
る
場
合
も
、
同
じ
箇
所
に
付
さ
れ
た
訓
釈
と
見
な
さ
れ
る
も
の
は
共
に
扱
う
。
使
用
さ
れ
る
仮
名
・
仮
名
遣
・

和
泉
書
院
）
の
他
、
春
日
和
男
氏
・

三
省
堂
）



『日本霊異記」下巻の訪日釈

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（刊）
（日）
（臼）

音
便
・
活
用
形
・
助
調
・
助
動
詞
な
ど
の
違
い
、
「
二
合
L

の
有
無
等
の
差
異
は
許
容
す
る
。
同
じ
語
句
に
対
し
、
複
数
の
和
訓
が
存

す
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
別
に
扱
う
。
ま
た
、
共
通
す
る
訓
釈
の
中
に
は
義
注
を
含
む
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
別
扱
い
と
し
、
地
名

や
人
名
等
、
固
有
名
詞
に
付
さ
れ
た
訓
釈
も
別
に
す
る
。

築
島
裕
氏
寸
古
辞
書
入
門
L
（
『
国
語
学
L
U
－

M

昭
和
二
八
年
一

O
月）

小
泉
氏
、
注
（
3
）
論
文
を
参
照
。

『
国
語
学
研
究
辞
典
』
寸
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
」
の
項
（
築
島
氏
執
筆
）

築
島
氏
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
研
究
篇
』
（
昭
和
四
二
年
三
月
東
京
大
学
出
版
会
）

築
島
氏
「
来
迎
院
本
『
日
本
霊
異
記
』
寸
見
二
一
L

（
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
・
月
報
3

昭
和
五
三
年
七
月
）

築
島
氏
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
研
究
篇
』
（
平
成
八
年
五
月
汲
古
書
院
）

注
（
9
）
に
同
じ
。

〈
テ
キ
ス
ト
〉

「
校
注
真
福
寺
本
日
本
霊
異
記
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
幻
）
、
『
日
本
霊
異
記

記
』
（
尊
経
閣
叢
刊
複
製
）
、
『
日
本
霊
異
記
』
（
古
典
資
料
6

す
み
や
書
一
房
）

『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』
（
古
辞
書
音
義
集
成
1
）
、
守
新
撰
字
鏡
増
訂
版
』
（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
）
、
『
和
名
類

家
抄
古
写
本
声
点
本
本
文
お
よ
び
索
引
L

（
風
間
書
房
）
・
『
諸
本
集
成
和
名
類
取
県
抄
』
（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室

編
）
、
『
尊
経
閣
蔵
コ
一
巻
本
色
葉
字
類
抄
』
（
勉
誠
社
）
・
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
索
引
』
（
風
間
書
房
）
、
『
類
衆
名
義
抄
L

（
天
理
図

書
館
善
本
叢
書

n
i担
）
・
『
類
豪
名
義
抄
L

（
風
間
書
房
一
）

春
日
政
治
氏
守
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
（
勉
誠
社
昭
和
四
四
年
）
、
中
田
祝
夫
氏
『
東
大
寺
菰
論
文
稿
の
研

究
』
（
風
間
書
房
昭
和
四
四
年
）
、
『
金
剛
波
若
経
集
験
記
』
（
古
典
保
存
会
複
製
）
・
東
京
教
育
大
学
大
学
院
中
田
教
授
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
学
生
編

『
金
剛
波
若
経
集
験
記
古
訓
考
証
稿
ヘ
中
田
祝
夫
氏
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
』
（
講
談
社
昭
和
二
九
l
三
三
年
）
、
『
無
量
義
経
古
点
』

45 

古
事
談
抄
』
（
日
本
古
典
影
印
叢
刊
1
）
、
『
日
本
国
霊
異
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（
古
点
本
資
料
叢
刊
）
、
大
坪
併
治
氏
守
訓
点
資
料
の
研
究
』
（
風
間
書
房

古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
昭
和
四

O
l四
二
年
）

昭
和
四
三
年
）
、
築
島
裕
氏
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）


